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6.川が消えた

溜池で真光寺川は消える。開発
地の地下

の
暫漏地看埜供象祢戸であつたと云う。
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7.西 の流れの源流を探る

開発地を経て鶴川台中央に出る。ス
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先ず西御|の 1本 を探索する。
流れは車の往来の激しい 「部道 i39号 」
の下をくぐり田園地帯に入る】小高い「r

陵に沿つて田圃のヘ リを流れているっ
水は澄明、 透 視度は98cmだ つたっ
200mも 進んだろうか.第 1の難所に
差しかかるcヨ ンクリー トの城塞だ。一

人一人、壁をよじ盛り鉄の枠を乗り越え
る。卯月さんが身軽なところを抜露する9
そこは観泉寺の山門だつた。
金光山.観 泉寺は由緒ある古利である.
伝承によると境内地は古寺天台宗真光寺
の廃寺跡で開基は寛永 3年 に遡ると云う。
六地歳が柔和な表情で並んでいた。

8.プ ッシュを掻き分けて

寺院の外縁を巡るように流れは進む。
此処からが最大の難所である。道らしき
ものは全くない。腰まであるブッシュを
掻き分け掻き分け進む。足場は脆弱で油
断すると流れに落ちかねない。
ようやく日国の畦に出る。川幅は 2m
ばかり、木陰をサラサラと流れている。
水量は豊かで冷たい。透視度 100cmっ
川藻の影で魚影が光つて消えた。
流れは迂同して北に向かう。
この辺りで川の様子が変わる。近くに湧
水があるのだろう。先は急に流れが細く
なる。幅 lm弱 、川と云うよリー筋の溝
になつてしまう。
ほどなく田園を離れ住宅地に入る。
サナ トリュムの縁を経て電源開発の敷地
に消えてしまう。その先は暗奨である。
源流と云うには拍子
抜けする結末であつた。
近くの飯守神社の境
内で一服 して交々感想
を語りあつた。

9.もう一つの源流を
求めて・・

「もう一つの束の流れ
の源流はどうなつてい
るのだろうか ?」 何か
後に引けない意地みた
いなものを感 じていた。
気合をこめて立上がる。
真光寺のバス停に出る。
東側の流れは都道
139号 線を縫 うよう
にジグザグに北上するこ

車の排気ガスを避けながら道の右へ左フヽ、

顔を覗かす流れを確かめながら進む。
坂の中途左手の窪みの辺りで忽然とヤ肖え
てしまつた。道の下で大山さんが 「無い
無い」と手を振つて合図するっ
田中、五条さ泌フと峠を柱り切つた入谷
戸で―服する。
この地点が分水嶺だ。地図の上では此処
を境に一つの流れは真光寺川へ、他の一

つは片平川になつている。
松尾、大山さんが仲々現れない。漸く
二人が意気揚々と坂を登つて来る。
峠の手前、枝道が左手にそれている。予
想に違わず流れが地上に顔を出し、更に
たどると 「いずみ霊園」の下で池に行き
着いた。「これこそ東側の流れの源流に
違いない」と二人は確信したと云う。
ようやく目的を果たした。我々は晴々
とした気分でバス停に向かつた。

10,盛上つた反省会

駅前の焼鳥屋 「大将」へ急ぐ。
五条さんの言によると 「小日急沿線で最
もウマイ焼鳥屋だ」そうだ。
炎天下の探索で喉はカラカラに乾いてい
た。五臓六怖にビールがしみわたり飲む
ほどに トーンは上がる一方だつた。
「トンボの池」「稚魚の放流」「)||の浄化」
「ゴミの処理」「環境ホルモン」等話題
は尽きない。
長い夏の日が暮れてようやくお開きと
なつた。
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